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陸水の運動学 

四ツ谷用水復活賛成 



四ツ谷用水って何？ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずはじめに、四ツ谷用水の概要について説明します。(click)



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
仙台市、広瀬川周辺の町は、河岸段丘の上に位置していて、水が大変利用しづらい地形でした。そこで、伊達正宗公が、広瀬川の水を広く生活に使うために知恵を絞った結果、郷六地内に取水堰を造ることにより仙台城下にくまなく水を流す、という目的で、四ツ谷用水が整備されました。



いらすとや：http://www.irasutoya.com/ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
四ツ谷用水は、当時の生活には欠かせない水流であり、(c)消火用水、(c)炊事洗濯用水、(c)冬の雪捨て場、(c)水車用水、(c)産業や農業用水、更に、生活排水路や雨水排水路など、とても多くの役割を果たしていました。しかしながら、明治時代になると、管理が不十分になってしまい衛生上の問題が生じたため、仙台市は新たに下水道を整備することにしたため、四ツ谷用水は段々と姿を消していってしまいました。現在では、本流のみが工業用水として地下を流れています。さんこー：河北新報オンライン、市民の会の資料



本題に移ります 



杜の都仙台をもっと自然あふれる街にしたい！ 

親水空間が欲しい！ 

四ツ谷用水を親水空間として 
    復活させれば良いのでは！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちは、仙台をもっと自然あふれる街にしたい、そのために親水空間が欲しいと考えました。そこで四ツ谷用水を親水空間として復活させればよいのでは、と考えました。



①親水空間の形成 

・地域の交流 

・文化伝承 

 

②災害時の用水確保 

・ライフライン 

・消火用水   

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
四ツ谷用水復活の目的として，次の二点を定めました。ひとつめに親水空間の形成。二つ目に災害時の用水確保です。四ツ谷用水を利用して、親水公園などを造ることで、地域の流の活性化や、文化イベント開催により、地域の歴史的文化伝承が可能になると考えます。ふたつめは、災害時の用水確保です。さきの東日本大震災においては，飲み水などが不足していたと聞きます。街中に水路があれば、火災時の消火用水、震災時などの飲み水、トイレ用水などライフラインとして利用できます。



 （ルート詳細の地図を挿入） 

https://www.google.co.jp/maps/@38.2672604,140.8511327,15z 

親水 

親水 

ライフラ
イン 新四谷用水 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
四ツ谷用水復活と言っても一部、必要な部分だけの復活を考えています。ルートとしては、大崎八幡宮のある八幡から、西公園へと通し、最終的に広瀬川へ放流します。現在四谷用水は本流部分のみ工業用水路として利用されています．したがい、郷六地内の取水堰から大崎八幡付近までは工業用水路と同じ水路、もしくは多少増築した水路で水を運び、八幡からは工業用水流と親水を目的とした用水へ分流させます。(分流方法としては、上下二段に分けることで、下層の地下になる方が工業用水(既存水路そのまま）、その上に地上に見える形で親水目的用水路とすることを考える。　大崎八幡以降、地下に潜る部分については、並列でも縦でも、工費を安くできる方で)大崎八幡付近および西公園は親水公園整備を行い、市民の交流の場としての親水空間形成を目指します。一方で，住宅近隣などを通る地域は、ライフラインとしての利用を主に考えます 



①親水空間の形成 

・文化伝承 

・地域の交流 

 

②災害時の用水確保 

・ライフライン 

・消火用水   

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ではまず、親水空間としての利用について説明します。 



八幡地域 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
八幡は大崎八幡宮の門前町として栄えた土地です。大崎はちまんに親水空間を作ることは、人々が歴史に親しむきっかけになると考えました．四ツ谷用水を利用し織物作成(洗い)のイベントを開催することで、かつてこの周辺で行われた織物産業の文化を伝えたりしたいと考えます。



http://www.city.sendai.jp/kensetsu/ryokka/midori100/guide/016/016.html 

伊達政宗ツアーに盛り込む 西公園 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
西公園は現在既に公園整備がされていますが、その実あまり人が集まっていません。原因として、散歩道があるだけで、遊び場としても使いにくいことが考えられます。ここに親水空間を造れば、子供たちが集まり地域交流の場所となると考えられます。続いて、親水公園としての成功例を見ていきたいと思います。 



http://www.edogawa-jikan.com/request/area/shop_detail/147 

新長島川親水公園 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東京都江戸川区の新長島川親水公園です．ここは水遊びができる親水公園としてかなりきれいに整備され，夏になるとたくさんの家族連れが集い水遊びの場となります．西公園にもこのように人々が集まる親水空間を作ることで、地域交流が活発になると考えられます。



葛西親水四季の道 

http://www.city.edogawa.tokyo.jp/shis
etsuguide/bunya/koendobutsuen/shin
suiryokudou/shiki.html 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
成功例のもう一つは、葛西親水四季の道です。ここは、街中に水路が溶け込む形で整備されています。あまり広い場所を取らずとも、親水空間を形成することは可能だと分かります。運動施設の多くない仙台の街中において、このような散歩に良い空間ができると、市民の健康的な生活の一助になるのではないでしょうか。



・管理を市民のボランティアに委
託 
・教育活動の一環に(栃木市) 
 
→地域交流のきっかけにも 

ゴミ・清掃 

「四谷用水に親しむ会」 
http://blog.livedoor.jp/yokkoyori/archi
ves/3009921.html 

地域交流 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらの成功例のような親水公園整備を西公園に行うことで、西公園を地域交流の中心としたいと考えます。また、用水のゴミ拾いなどを、市民ボランティア協力のもとで、授業など教育活動の一環として行うことでも、地域交流の活性化が図れます。 (なぜ今の西公園のままだと地域交流ができないの？川の傍なのに親水空間とか要る？→近くに広瀬川があるが、親水公園の方が川よりもアクセス、安全性に富んでいるので、人が集まりやすい。公園周辺から川辺に下りにくい)



四ツ谷用水に 
新たな名前を！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
名前も今までの四ツ谷用水ではなく，新しいものを作りたいと思っています．この名前を市民からの一般公募で決めることで，人々がこの水路に親しむ最初のきっかけになると考えています。



①親水空間の形成 

・地域の交流 

・文化伝承 

 

②災害時の用水確保 

・災害用水 

・消火用水   

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、新四谷用水のふたつ目の目的として、災害用水としての機能を見ていきます。東日本大震災では水道が断線して機能せず、水の確保に困ったそうですから、そのような場合に飲み水やトイレ用水などの臨時の水源としての需要はあるのではないでしょうか。



耐久性 

(工業用水道管理事務所より) 

掛樋を含め、全ての水路で 
東日本大震災による壊滅的被害無し 

→災害用水として問題ない 

http://www.city.sendai.jp/kankyo/1206818_2476.html 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
四谷用水を管理している団体に問い合わせたところ、この用水で使用する予定の水路は、水道橋である掛樋も含めて壊滅的な被害はなかったとのことですので、十分な耐久性もあると言えます。



国土交通省 東北地方整備局より 

渇水時に水を流せるのか？ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また広瀬川の渇水時においても水を使用できるのか。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
上流と下流にあたる　落合　と　広瀬橋　の２地点の過去３年分の実際のデータを調べてみたところ、



国土交通省 
水文水質データベースより 

広瀬橋地点(2001年) 

落合地点(2001年) 



国土交通省 
水文水質データベースより 

広瀬橋地点(2008年) 

落合地点(2008年) 



国土交通省 
水文水質データベースより 

広瀬橋地点(2009年) 

落合地点(2009年) 



目立つ渇水は広瀬橋地点において5(6)月と7-8月に多い！ 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
夏の時期に下流の広瀬橋にて渇水が起きやすいことがわかりました。しかしこれは（地図上の赤丸で示した）愛宕堰にて農業用水に大量に使われることが原因であり、その前の地点で取水・放流する新四谷用水の影響は受けないことから、渇水時でも使用は可能であると言えます。



普段の生活では渇水を認識しにくい 

渇水で取水できない時期は用水路の水がないことで 

渇水を認識・意識してもらうきっかけにならないだろうか？ 

 

さらに、、、 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
加えて、夏の時期に用水路の流量を制限することで市民が水不足を目で見て、肌で感じて、生活のなかで‘節水’を意識するきっかけになるのではないか、と考えています。こうして文化や景観だけでなく、実用面でも地域に密着し、市民に必要とされる、そんな存在に新四谷用水はなれるはずです。



①親水空間の形成 

・地域の交流 

・文化伝承 

 

②災害時の用水確保 

・ライフライン 

・消火用水   

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
都市化が進んでいる仙台で、親子や子供だけで遊びたいと思えるような環境が必要であると思う。自然と交流でき、また地域の人たちが交流する場として親水公園を作ると言うことはとても意味のあることだと思う。公園に水路を復活させることが出来れば歴史的に価値のある四谷用水を紹介する看板等を立て、簡易的ではあるが自然と四谷用水の存在を知ってもらうことが出来る。東日本大震災の際に壊滅的被害が無かったことを考えると、その安全性は証明されていると言える。それを災害時に利用することが出来ればどれだけの人が助かるかは容易に想像できることだと思う。また、火災の際に簡易的な消火用水としての利用価値もあると考えられる。よってゆえにしたがって、賛成ですん。



ご清聴ありがとうございました 





補足 



新長島川親水公園 

冬季の様子 

http://www.edogawa-jikan.com/request/area/shop_detail/147 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補足用スライド冬場は写真のように、水量を減らしています。噴水なども停止し、子供たちはサッカーなどをして遊んでいます。このことから，仙台に似たような公園施設を造った際も，渇水期でありかつ水遊びとしての利用がされなくなる秋以降は、水を流さないということも可能。



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
補足用スライド八幡の歴史的文化伝承ってどうするのさ、編八幡地域ではかつて、織物産業が盛んでした、大崎八幡宮の夏祭りなどの際に四ツ谷用水を使って、その織物・染物を用いたイベントが行えれば、歴史に親しむきっかけになると考えました。写真は若林区の農業用水路、七郷掘りで行われたイベントの様子です若林区民ふるさと祭り際に染物の展示と染物作成を行い、用水を使った昔ながらの方法で染物とその糊落としをしました。



http://www.city.sendai.jp/gesui/1193324_2478.html 

合流式下水道 分流式下水道 

・処理能力を上回る水は川へ放流 
・浄化センターに運ばれた下水も、処理で 
 きる量を超える分は、沈殿・消毒だけの 
 簡易処理で放流。 

・雨水は河川へ放流 

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
現在の下水道は合流式が主流。雨水によって肥溜めなどの汚染物質が地下水を汚染問題になり、雨水を川に流す必要性があり、合流式は時間的に早く下水道を整備できたから。伝染病が減り、昭和40年くらいまで主流だった。合流式下水道は雨水と下水が一緒に流れる。雨水と下水を別々に流す分流式に変えるには、莫大なコスト・時間、道路の交通規制、複雑な地下問題(電力、ガス、上水道など)など、現実的には難しい問題。下水管に流入する雨水、下水管から放流される水量を減らすために、浸透桝や貯留施設などを一生懸命工夫している。用水路が側溝としての役割を持ち下水管に流入する雨水を減らすことの便益がどのくらいになるのか検討する価値があるのではないか。また、この用水を作ることによって河川に流入する下水を減らすことができれば河川の衛生面での貢献になるのではないか。
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